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2010 年 1月 17 日発行 

会会会会    長長長長    挨挨挨挨    拶拶拶拶 

佐野 鑛治（昭和 39 年卒） 

2010 年 明けましておめでとうございます。世界的寒波とのことで厳しい寒さですが、会員

の皆様には元気に新年をお迎えのことと存じます。 

昨年は、1 月に第 60 回記念定期演奏会(於．四谷区民ホール)賛助出演でスタートし、創部 55

周年記念演奏会（6 月 28 日於．杉並公会堂）を成功裏に終え、7 月に上智大学グリークラブ OB

合唱団が新たに発足しました。そして、12 月 23 日第 61 回定期演奏会(於．新宿文化センター小

ホール)に賛助出演と、1 年間に 3 度のステージをこなす大変ハードな１年でした。高齢の域に

ある方々が本当に頑張って下さいました。遠く山口県から、田中 OB ライフ委員長が作成してく

ださる練習 DVD を頼りにオンステした重田さん（昭和 36 年卒トップ）、足を患ってご不自由なと

ころを押して最後のアンコール、校歌まで歌い切ってくださった新納名誉会長、と皆がどれだけ

励まされたことか。本当に有難うございました。この一年の諸活動を支え、引張ってくれた、合

唱団団長 泉さん、音楽ディレクターの中尾さん、運営ディレクターの上田さんご苦労様でした。

演奏会終了後の打ち上げ兼忘年会では、現役がきれいなハーモニーを聞かせてくれ、華をそえて

くれたのですが、なんと、新規入部者宮沢さん（ポルトガル語学科 1年生）が紹介されたのです。

嬉しかったですね。 

そして、その席で、ミッション 4 大学(上智、関学、同志社、立教)の合同演奏会の企画が改め

て発表されました。2011 年 3月 13 日（北村協一先生ご命日）に 4大学が Albert Duhaupas の荘

厳ミサ全曲を演奏することになったのです。私自身は、何人かの役員の方々と、先生が亡くなる

1 月あまり前に、五反田のお宅にお邪魔した折、病の床にいた協一先生から、全曲演奏は少人数

ではきつい、関学等ミッション校の賛助を求めなさい、と助言して下さったことを覚えています。

その時は、我々だけで頑張ろうということで出来なかった協一先生のご遺志が、実現することに

なったのです。メモリアルコンサートでオンステした 80 余人の諸兄、いま 1 度集まって下さい。

200 名を越す大合唱でも、全曲演奏を経験しているのは我々だけですから。この機会に、OB諸兄

が 1 人でも多く参加して下さるようお願いします。この 1 年はしっかり練習に取り組み、音楽の

質を高める年にしたいと考えます。そのことが、現役に引き継がれ、その輪が広がる呼び水にな

ればと願っています。 

 

 

ＯＢＯＢＯＢＯＢ合唱団便合唱団便合唱団便合唱団便りりりり    

音楽技術ディレクター 中尾照夫(昭和 44年卒) 

あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

前便で泉団長よりＯＢ合唱団の近況をお知らせいたしました。今回は昨年の活動報告と今後の

予定につきお知らせします。 
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ＯＢ合唱団発足以前もふくめ本番３回  

昨年は 1 月に、現役の第 60 回記念定期演奏会賛助、6 月の創部 55 周年記念演奏会さらに 12

月には現役の第 61 回定期演奏会賛助と忙しい１年でした。演奏会以外でも 1 月柳瀬元学長葬儀

ミサで献歌、5 月経鷲会 20 周年祝賀会、ソフィア会フィナーレで歌い、12月にはソフィア会ク

リスマスミサでの献歌と、教会・大学・ソフィア会の要請で歌う機会が多い１年でした。おかげ

でグリークラブをアピールでき、一段と認知度を増すことができ、現役の活動にも好影響が期待

できます。とは言え、ＯＢ合唱団スタート前後を含め年間 3 回の本番は平均年齢の高いＯＢ合

唱団メンバーにはきつかった 1 年でした。そんな中でグリークラブの歴史に残ることが二つあ

りました。一つは、6 月の創部 55 周年記念演奏会でほぼ 30 年ぶりに多田武彦委嘱作品の初演

ができたことです。多田先生は 2007 年の「北村協一メモリアルコンサート」の演奏を聴かれて、

我々にあった新組曲を作曲いただきました。北村先生亡き後、折にふれ我々ＯＢ合唱団をご指導

いただいております。そしてもう一つは、関学・同志社・立教との 4 大学合同演奏会が合意で

き、来年の本番をめざしていよいよ具体的な準備が開始されることです。4 大学の事前打ち合わ

せでは、通称「北村協一遺言コンサート」とよんでいます。その訳は後述しますが、多田先生と

のおつきあいも、4大学合同もすべて北村先生にご指導いただいてきた結果であると思います。 

 

上智・関学・立教・同志社 4大学ＯＢ合唱団合同演奏会 

2006年 3月北村先生が亡くなられる 4日前、病床に 4校を呼び寄せ、上智のデュオーパ「荘

厳ミサ」全曲演奏に協力するようにと指示されました。先生のご指示はあったものの我々は単独

で荘厳ミサ全曲演奏を完結いたしました。ところが 4 校協力してという北村先生のご遺言を実

行できていないという想いから、10 月最初から関学東京新月会が中心となって何度か打ち合わ

せて北村先生のご遺言を実現できることになりました。現在確定している概要は以下の通りです。 

 

日  時  2011年 3月 13日(日) … 北村先生亡くなられて 5年目のご命日 

 合同演奏  デュオーパ「荘厳ミサ」全曲  指揮：太田 務 

                      練習指揮：篠崎新一 

 運営方法  各校から 2名ずつマネージャーを選出し、マネージャー会が協議推進する。 

       上智は中尾・上田の 2名がマネージャーとして担当する。 

       事務局は関学東京新月会が中心となる。 

 

場所ならびに各大学の演奏については未定。ただし、「荘厳ミサ」が 40 分以上かかるので、4

校単独ステージはなくして 2校ずつの合同とする案があります。 

  関学・同志社合同…黒人霊歌 指揮：小林香太(同志社ＯＢ) 

  上智・立教合同 …多田武彦作品 指揮：高坂 徹(立教ＯＢ) 

ともに、北村先生が好んでとりあげられたプログラムです。 

関学グリーは今年 110周年、同志社グリーは 105年、立教グリーは 86年といずれも我々の 2

倍近い歴史をもった団体です。音楽面でも運営面においても参考になる部分は多々あるものと思

います。4 校合同ステージともなれば最低でも 120～150 名の大合唱になることと思います。時

期的にもその後に企画される北村先生生誕 80 周年につながることになると思われますので、佐

野会長のお話の様に是非多くのＯＢ諸兄にご参加いただきたいと思います。 
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今後の活動計画 

当面上記 4 大学合同演奏会の練習からと思いますが、前述のように詳細はこれから決まりま

すので、ＯＢ合唱団としての定期演奏会を目標に質の向上がはかれ、レパートリーが増やせる活

動からはじめたいと思います。すでにメンバーの皆さんにはご連絡したとおり、定期演奏会のプ

ログラムビルディングを考慮して練習計画を組んでまいります。 

ＯＢ合唱団定期演奏会のプログラムは基本的に以下のような組み立てにしていきたいと考えて

います。 

 

① 宗教曲 … ミサ、ルネッサンス期の宗教曲等ハーモニー感覚を養う曲等。 

② 多田武彦組曲 … 例えば今までの委嘱作品をオリジナル版で演奏する等。 

③ 愛唱曲 … 黒人霊歌、シーシャンティー、シューベルト、童謡等。 

④ 新しい曲 … 新しいジャンルの曲への挑戦等。 

 

プログラムビルディングについては、太田先生とも打ち合わせて、皆さんのご意見もお聴きし

ながら進めてまいります。 

定例練習は従前通り月 2 回で、太田先生の練習を 1 回、団内指揮者の練習を 1 回組み込んで

まいります。 

ＯＢ合唱団第 1回定期演奏会は 2011年 7月を予定しておりますが、4 大学合同ならびに北村

先生生誕 80 周年が具体化されていく中で、練習スケジュールの修正が必要になることもありま

すので、あらかじめご承知ください。 

 

太田先生コメント   1月 4日のメールから抄録 

明けましておめでとうございます。本年もどうぞ宜しくお願い致します。 

演奏会の選曲に関してですが、先ず西洋ポリフォニーは古近を問わず手掛ける事は必要だと考

えます。言葉に対するアプローチが比較的容易な事と、上智大学と言うカトリックと密接な関係

を考慮すると、典礼にも用いる事の出来そうなラテン語のモテットを基本的にルネサンス期と現

代から数曲選択する予定です。但し、これ等宗教曲の決定に関しては、適切性等グリーOB 執行

部の方々のご意見をお伺いする事が必要と思います。 

アンサンブルに負担のかからぬ選択の為の配慮もしなければなりません。 

北村先生も仰ってましたが「やりたい事と出来る事のバランス」も考える事が、学生アンサン

ブルと比べ時間的にタイトな OB合唱団には息の長い運営の為には重要でしょう。皆さんの努力

で立ち上げられた OB合唱団、近くの目標を的確に設定しこれから続いて行く未来の為の礎を確

り固めて行きたいものです。 

ステージ構成上からすると、ラテン・モテットに多田武彦とくれば愛唱曲タイプ、若しくはピ

アノ伴奏付きのものでしょうか。何にせよアンサンブル・指揮者共に余裕で演奏出来る選曲が理

想的です。 

                                   太田 務 
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現役現役現役現役からのからのからのからの活動報告活動報告活動報告活動報告    

上智大学グリークラブ部長 

東海林 孝（英語学科 3年） 

 ＯＢ会の皆様、新年明けましておめでとうございます。グリークラブ現役部長の東海林です。

今年もよろしくお願いいたします。今回もＯＢ会の皆様に、現役部員の活動報告をさせていただ

きます。 

 

《《《《第第第第６１６１６１６１回定期演奏会回定期演奏会回定期演奏会回定期演奏会をををを行行行行いましたいましたいましたいました》》》》    

 まず、昨年１２月に行いました、第６１回定期演奏会についてご報告いたします。概要は下記

の通りです。 

●第６１回定期演奏会● 

日時：２００９年１２月２３日（水曜：祝日）１４時開演（入場料￥５００） 

場所：新宿文化センター 小ホール 

 曲目：第１ステージ ルネサンス宗教曲集 

    第２ステージ 山田耕筰歌曲集（ＯＢ現役合同） 

    第３ステージ グリークラブ愛唱曲集 

    第４ステージ 柳河風俗詩（ＯＢ現役合同） 

 

今回も、前回の演奏会と同じくＯＢ会とＯＢ合唱団の賛助をいただき、現役単独で２ステージを、

ＯＢ現役合同で２ステージを演奏しました。第１ステージは「キリスト誕生の喜び」という副題

を付け、イエス・キリストの降誕にまつわる曲を集めました。第２ステージはＯＢ合唱団の団内

指揮者、篠崎先輩の指揮と廣田真理子先生のピアノで、「からたちの花」や「青がえる」など、

ア・カペラ１曲を含む５曲を演奏しました。第３ステージは定番の男声合唱曲やアニメソングの

他、最近の新たなレパートリーのひとつ、「カノン」も取り上げました。第４ステージは「柳河

風俗詩」の全４曲を、ＯＢ合唱団常任指揮者の太田務先生の指揮で演奏しました。 

ＯＢ会、ＯＢ合唱団の皆様には、実際の演奏以外でも大変お世話になりました。感謝いたします。

特に、賛助出演を快くお引き受けくださったＯＢ合唱団団長の泉さん、演奏会直前には何度も部

室に来てくださり、何か問題はないかと私達部員に直接聞いてくださったＯＢ合唱団音楽技術マ

ネージャーの中尾さんには、部員を代表して厚く御礼を申しあげたいと思います。 

 

《《《《ブレザーブレザーブレザーブレザー（（（（団服団服団服団服））））をををを新調新調新調新調しましたしましたしましたしました》》》》    

 昨年１１月に、ＯＢ会の援助の下、上記の第６１回定期演奏会に合わせてブレザーを新調いた

しました。火曜日放課後の練習時間の一部を使って業者の方を呼び、部員全員採寸をして、演奏

会のオンステ現役メンバー分９着と予備用１着を購入しました。 

本番用の衣装として使う灰色のブレザーは、上智グリーのシンボルのひとつと言えるものですが、

近年は部員数の激減のせいで購入する事自体を止めておりました。本番用の衣装がなくて、演奏

会などはどうしていたかと申しますと、部員それぞれが体格の近いＯＢの方からブレザーを借り

て間に合わせる、ということをしておりました。この頃は正規のグリー部員がほとんどおらず、

助っ人ばかりでメンバーが構成されていたので、このようなことは仕方のないことであったと思
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います。しかし、最近は少しずつではありますが部員を増やす事ができており、１２月の演奏会

では９人の現役メンバー中７人が正規の部員でありました。そのような中で、そろそろちゃんと

したブレザーを購入してはどうか、というお話をＯＢ会の方からいただき、資金の援助を受けて

今回のブレザー新調は実現しました。 

 かく言う私も元々は助っ人として入部した者なので、今まで自分のブレザーは持っていなかっ

たのですが、自分専用のブレザーがあるというのはとても嬉しいことです。名前の刺繍入りとい

うことで愛着が沸き、自分でもちょっとびっくりするくらい、丁寧に丁寧に扱っております。他

の部員たちも同じように感じていることと思います。 

 こんなに良いブレザーを購入できたのはＯＢ会の皆様のおかげです。この場をお借りして改め

て御礼を申し上げたいと思います。新しい、この綺麗なブレザーを、今後の新入生の獲得、定着

に大いに役立てることができるようがんばりますので、引き続き温かいご支援をお願いいたしま

す。以上で新ブレザーについてのご報告を終わりにいたします。 

 

《《《《新入部員獲得新入部員獲得新入部員獲得新入部員獲得！》！》！》！》    

 １２月の定期演奏会にご来場くださった方はもうご存知かと思いますが、現役グリーの仲間が

１人増えました。外国語学部ポルトガル語学科１年の宮澤 啓（ミヤザワヒロム）君です。 

 彼は元々上智大学の箏曲部で箏を弾いているのですが、グリークラブにも興味を持ってくれて、

数回の練習見学の後に正式に入部してくれました。１２月の演奏会では第３ステージの中の１曲

を一緒に歌ってもらいました。入部したてなのに怖がらずにしっかり声を出せていて、頼もしい

限りです。入部の理由を聞いてみたところ、昨年１１月の音楽祭での演奏を聴いて興味を持った

ということです。普段の活動がこのような形で新入部員獲得に繋がって、とても嬉しく思います。

今後も一緒に歌う仲間をどんどん増やして行きたいです。 

 

以上、現役からの報告といたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６１回定期演奏会リハーサル風景 団旗は新調したもの 
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会計会計会計会計からのおからのおからのおからのお願願願願いいいい    

会計マネージャー 鈴木 飛鳥（平成 7年卒） 

ＯＢの皆様からは、通常の年会費のみならず、先日の現役の定期演奏会に向けてのご寄付もお

寄せ頂いております。そのうちの一部は現役支援として有効に利用させていただきました。改め

てお礼申し上げます。会計からは、皆様からの引き続きの年会費納入のご協力をお願い申し上げ

ます。お振込みの際は、下記口座までお願いします。なお、郵便振替の場合は、同封の郵便振替

用紙をご利用ください。 

 

【お振込み先】 

（１）郵便振替 

加入者名：上智大学グリークラブＯＢ会 

口座番号：００１１０－８－７０８９５２ 

※ゆうちょ銀行をご利用の際は、他の金融機関からの振込もできるようになりました。 

銀 行：ゆうちょ銀行 

支 店：〇一九（ゼロイチキュウ）店（店番：０１９） 

種 類：当座預金 

口座名 ：上智大学グリークラブＯＢ会 

口座番号：０７０８９５２ 

（２）銀行振込 

銀 行：三井住友銀行 

支 店：東京中央支店（店番：０１５） 

種 類：普通預金 

口座名 ：上智グリークラブＯＢ会 

口座番号：３３２７２８２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太田先生のご指導 
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練習した分、 

お酒も美味しくなるのかもしれませんね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           新調した制服、部室にて 
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広報広報広報広報からのおからのおからのおからのお知知知知らせらせらせらせ    

現役及びＯＢ対象のメーリングリストを運営中です。メーリングリストに登録希望の方は、卒

年・お名前・登録アドレスを明記の上、以下のアドレスにご返信ください。 

上智上智上智上智大学大学大学大学グリーグリーグリーグリークラブクラブクラブクラブＯＢＯＢＯＢＯＢ、、、、現役部員対象現役部員対象現役部員対象現役部員対象ののののメーリングリストメーリングリストメーリングリストメーリングリスト    

 

info@sophia-glee.com 
 

※ＯＢ会では近い将来ニュース等、広報のペーパーレス化を考えております。会員の皆様には

その是非についてメーリングリスト、または田中立夫（S.35 卒）（tanaka@aoyoko.ch）までご

意見をお寄せいただきたく存じます。よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（編集） 広報 小倉 充朗（平成８年卒） 


